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平成24年２月６日 

各 位 

会 社 名 ミ ヤ チ テ ク ノ ス 株 式 会 社
代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  小宮山 邦彦
（ コ ー ド 番 号  ６ ８ ８ ５  東 証 第 一 部 ）
問 合 せ 先 常 務 執 行 役 員 

経営企画管理本部長 
 家 久  信 明

 （ＴＥＬ.０３－５２４６－６７００）

 

業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 近の業績動向を踏まえ、平成23年11月８日に公表した通期業績予想及び配当予想を下記のとお
り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１．平成24年６月期連結業績予想の修正 

（１）第２四半期累計期間 （平成23年７月１日～平成23年12月 31日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり

四半期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

11,100 

百万円

500

百万円 

350 

百万円 

340 

円 銭

29.36

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 9,505 476 325 122 10.57

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △1,595 △24 △25 △218 ―

増 減 率 （ ％ ） △14.4 △4.8 △7.1 △64.1 ―

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成23年６月期第２四半期） 
10,121 644 486 259 22.37

 

（２）通期 （平成23年７月１日～平成24年６月30日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

24,000 

百万円

1,700

百万円 

1,500 

百万円 

1,100 

円 銭

94.98

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 21,000 1,500 1,300 750 64.76

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △3,000 △200 △200 △350 ―

増 減 率 （ ％ ） △12.5 △11.8 △13.3 △31.8 ―

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 ６ 月 期 ） 
20,606 1,313 1,171 320 27.69

 

（３）業績予想の修正理由 

当第２四半期連結累計期間における市場動向は、欧米市場で自動車関連業界及び電子部品業界
が堅調に推移しているのに対して、アジアでは中国の金融引き締めによる経済成長の鈍化、韓国
の液晶ディスプレー業界の設備投資抑制が継続しております。また、為替相場は当初想定を上回
る円高水準で推移しております。このような影響を受け、第２四半期連結累計期間及び通期の当
社業績は売上高、利益のいずれについても当初予想を下回る見込みとなりました。 
なお、当期純利益については今般の税制改正における法人税率引き下げ及び欠損金の繰越控除

限度額の改正等を受け、第２四半期連結累計期間及び通期業績に繰延税金資産の取り崩しによる
税金費用の増加を見込んでいます。 
また、下期業績予想の前提となる平均為替レートは、１米ドル＝77 円、１ユーロ＝100 円を想

定しております。 
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２．配当予想の修正 

 
（１）修正の内容 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日 第 2 四半期末 期末 年間 

前 回 予 想 
(平成 23 年 11 月８日発表) 7.00 17.00 24.00 

今 回 修 正 予 想 
5.00 

（普通配当 3.00） 
（記念配当 2.00） 

13.00 
18.00 

（普通配当 16.00） 
（記念配当  2.00） 

当 期 実 績    
前 期 実 績 2.00 6.00 8.00 

 
（２）配当予想修正の理由 

当社では、連結業績及び配当性向等を総合的に勘案し、株主の皆様へ継続的、安定的な配当を
実施することを経営の重要課題としてまいりましたが、上記「業績予想」のとおり減益となる見
込みであります。 近の急激な事業環境の変化のなか、財務基盤の安定化を図るための内部留保
に努めると同時に開発投資に充当するため、誠に遺憾ではありますが、平成 24 年６月期の中間
及び期末配当予想を上記のとおり修正させて頂きます。 
また、当社は平成 24 年２月 15 日に創立 40 周年を迎えます。これもひとえに株主の皆様をは

じめとする関係各位のご支援の賜物と厚く御礼申し上げます。つきましては、株主の皆様への感
謝の意を表するため、中間配当において１株当たり２円の記念配当を実施することといたしまし
た。 
この結果、平成 24 年６月期の中間配当につきましては、普通配当３円に記念配当２円を加え、

１株当たり中間配当は５円となる予定です。 
 

以 上 

（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 


